マランの幸福論　追補①
　以前にまとめたマランの幸福論に若干補足していきたい。
　今日のテーマは、「人生全体の満足」と「日々の生活の満足」についてである。
　人生全体とは、過去、現在、未来に渡る、人の一生のことである。その満足とは、過去に対しては感謝の気持ちを持つことであり、未来に対しては希望を持つことである。そして、現在に対しては楽しみや喜びを持つことである。
　この一生を見渡した時の満足感は、基本的にしみじみとした静かな感覚である。
　一方、日々の生活とは、現在のことである。その満足とは、先に述べたように、楽しみや喜びを味わうことである。
　だから、できれば前向きで、積極的で、心湧き立つことを経験したいし、そのように日々の生活を組み立てたい。
　しかし、実際はそうはうまくいかないのが現実である。失敗、挫折などの苦みを味わう。だが、この苦みがなければ、人生全体は面白くもないし、深みもない。
　そう、「人生全体の満足」と「日々の生活の満足」の両方がうまく噛み合うと、幸せになる。
マランの幸福論　追補②
　今日は、「日々の楽しみ」の話である。
　比較的、低次で短期的な楽しみも日々の生活に満足を与える。私の場合で言えば、ラーメンなどの好物を食べること、お笑い番組のテレビを見ることなどである。リラックスできるし、楽しめる。
　少しだけ高次なものとしては、人前でのスピーチやパフォーマンスをすること、自分とは異質な人やモノに出会ってときめいたりすることである。これらのドキドキ感やウキウキ感が日々の生活を活気あるものにする。
　一方で、人生を長期的に見れば、日々の苦みも人生を豊かにするためには欠かせない。
　要は、楽しみも苦みもどちらも一定のバランスの中で必要だということである。低次で短期的なものもバカにしてはいけない。
マランの幸福論　追補③
　「他者との関係」についてである。
　人は一人では生きていけないし、幸せにもなれない。他者との良い関係は大事である。
　まずは、他者に対して負い目を持たない、笑顔で接することができるのがいい。
　次に、他者から承認を得られるのは、喜びにつながる。
　さらに、他者へ共感する力が高まることを望みたい。特に、自分とは質的に異なる他者を受け入れることができるようになれれば素晴らしい。それは同情や憐みの感情から始まるかもしれない。
　他者との良い関係は、身近なところから築いていきたい。家庭、友人、職場、地域……。
　より普遍化していく、すなわち国民レベル、全人類レベルと広がりを持っていくことはいいことであるが、一足飛びにそれを狙うのは抽象的すぎる。（セカイ系の発想では地に足がついていない。）
　いずれにせよ、他者との関係を抜きにした、自己中心的な幸福はありえない。
マランの幸福論　追補④
　今回は、「人生の目的」についてである。
　大げさなテーマだが、マランの幸福論としては、取りあえず、死ぬまでの生きている間の課題のようなものである。
　それは、私にとっては、「自分の人生を幸福に仕立てること」である。もちろん、それは自分勝手なものではないし、他者との関係を大事にするものである。
　そのために、人生の原理や人間一般のことを知る努力は大切なことである。（ただし、ほんの一部分しか分からないというのも現実である。）
　何よりも自分自身を知ること、この場合、自分の生の欲望を知ることが大切である。これも完璧には到底できないが、自分の欲望をできるだけ素直に認めることは大事だと考える。
　欲望を抽象的でなく、具体的に認識でき、納得を持って行動できれば、そこには自由な感覚が生まれる。そして、満足と幸せ感を持てる。
　
　最近思う。他者からの愛情を感じられないというのはおかしい。人生空しいというのは贅沢な感情だ。
　だって、静かに自分の境遇を味わえば、また自ら行動すれば、幸福感は得られると思うからである。
マランの幸福論　追補⑤
　「幸福の量の比較」についてである。
　ある程度、幸福の量化が客観的に可能と思われる領域がある。社会的なものとしては、例えば、経済の成長率などである。個人的なものとしては、当人の収入・財産、社会的地位、身体の健康指数などである。
　一方、量化が不可能な領域が存在する。主観的、実存的な領域であり、例えば、個人的な感情、価値の追求、生き方の選択、宗教的なものなどである。
　幸福感を得るためには、たとえ量化可能な領域のものでも、他人と比較することはあまりプラスにならない。（他人への嫉妬、恨みなどのルサンチマンだけが増大する危険性がある。）
　また、収入・財産、社会的地位、身体の健康指数などは、ある程度の量までは人の幸福感を上げるが、それ以上になると、それほど関係がなくなるという調査結果もある。（例えば、収入は年収６００万円くらいまでは、年収と幸福感はある程度比例関係にあるが、それ以上になるとあまり関係がなくなるという調査結果がある。）
　一方、量化不可能な領域に関しては、他人との比較がそもそも不可能であり、ナンセンスと言える。人は、この量化不可能な領域を多く持っているし、この領域の満足感がなければ幸福感も得られない。
　したがって、他人との比較は、努力への動機付けとしての意義はあるかもしれないが、最終的には幸福には結び付かない。幸福感には優劣の差はないのである。
　「比較」ということであれば、他者との比較より、自分自身内の比較の方に意味があるかもしれない。そこに時間的尺度を入れて、過去から現在、未来へ向けて、自分を総括的に捉えて、主に精神面において、「よりよくなっている」という感覚は幸福感に繋がるように思われる。
マランの幸福論　追補⑥
　「成功と幸福」についてである。
　ここでは、成功とは、お金、地位、名誉（業績）などの獲得のことを指す。
　私は、この成功への志向を決して否定しない。むしろ、若い頃は目指すべき目標として掲げるものだと思っている。大成功などはしなくても、一定程度の成功を得ることが幸福に繋がることは、統計調査も示している。
　しかし、すべての人が必ずしも成功という状態に至らない現実がある。本人が病気になったり、能力が足りなかったり、家族の置かれている困難な状況があったりなどの理由により、うまくいかないこともしばしばである。
　それとともに、世間と自分のズレという問題もある。成功というのは、世間の一般的な欲望なるものの現れである。それに対して、自分の固有の欲望は、少々ズレていることが多い。
　「固有欲望」とは、ざっくり言えば、自分のやりたいことをやる欲望であり、やりがいと楽しさを伴うものである。自己実現への原動力と言ってもいいし、自分の魂を喜ばせるもの、すなわち幸福に繋がるものである。
　この、一般欲望と固有欲望は、よく衝突し、両立が難しく、悩むことも多い。どちらかを犠牲にすることも頻繁である。
　マランの幸福論の立場は、はっきりしている。成功は義務ではないが、幸福は義務である。成功は実現できないかもしれないが、幸福は実現できる。
　だから、一般欲望と固有欲望の調和を目指すが、どちらかというと、固有欲望を大切にする。
マランの幸福論　追補⑦
　「達成感」についてである。
　何事かを成し遂げた時の達成感は幸福感に繋がる。成し遂げたという結果より、成し遂げていく過程そのものが幸福だという言い方もあるが、それも当たっている。
　その達成していく過程では苦労も多い。幸福感の大きさはその苦労の大きさに比例しているようである。だから、大きな幸福感は大きな苦みを必要としている。
　実際上は、大成功ということはないにしても、自分の置かれた場所で、少しずつ達成していく幸福感を味わいなさい、すなわち、「置かれた場所で咲きなさい」ということになるだろう。
　一方で、大きな高揚感はなくても、日々の暮らしの中で、しみじみとした幸福感を味わうということもある。
　年を取ってくると、そのような心境にもなってくる。若い時ほど、大きな苦労に耐えられなくなってきているせいかもしれない。それはそれで、幸せな感覚である。
　また、強烈な幸福感というより、単純な幸福感を得るために、身体的なことを使うのが有効である。
　ちょっと身体を動かすだけで、軽い運動をするだけで、気分が変わる。睡眠や休息を適切に取った後は、幸せな気持ちになる。この効用はアランが強調していることである。
マランの幸福論　追補⑧
　「エゴイズム」についてである。
　自らの欲望を自覚し、自分なりの幸福観を持ち、自らの幸せを求める、ということを出発点にすることは基本に据えていいと思う。
　だからと言って、エゴイズム（利己主義）では、幸せになれない。
　食べるもの一つとっても、我々は一人では生きていけないことはすぐ分かる。それから、誕生から物心がつくまでの自分を考えてみるがいい、実に多くの人によって育て上げられている。自我が芽生える前に、自分の無意識の世界にたくさんの他者がすでに入り込んでいるのである。これは否定できないであろう。
　だから、人は他者や社会との一定程度の調和した関係が必要である。それは、一般には、一定の社会的役割を持つことと他者との相互承認の関係を意味する。
　「成功」とか、「評価」という言葉より、「承認」という言葉の方がいいだろう。優劣とか、比較とかではなくて、お互いに認め合う関係が重要である。
　他人に対して、妬み・恨み・怒りなど、いわゆるルサンチマンを強く持っていたら、幸せになれない。それぞれの人の幸福感や満足感を喜びあう、まさに　ＷＩＮ―ＷＩＮ　の関係になりたい。人への思いやり、貢献の気持ちが持てれば、まさにそれが幸せである。
マランの幸福論　追補⑨
　「いま・ここ・わたしからの広がり・深まり」についてである。
　いま・ここ・わたしから始まることは当然である。わたしと同じ感覚の人はいない。わたしを喜ばせ、満足させ、幸福にさせるのはわたしである。自分が作る幸福は飽きない。
　同心円の中心にわたしがいて、何重もの円が周囲に広がっていくという人生のイメージは、マランの幸福論の本論の骨格である。
　時間軸の広がり・深まりということでは、現在の満足ということから、過去への感謝、そして未来への希望という方向に発展していくことである。
　空間軸の広がり・深まりというのは、自分中心から、家庭、友人仲間、職場、地域、郷土、国家、世界、宇宙へと大きくなっていくことである。
　自分の意識が、時間・空間的に広がるとともに深くなることができるようになってくる感覚である。これは、自分が変化している、「よくなっている」という感覚である。この「よくなっている」という変化を楽しめることは幸せである。
　実際的には、「他者」への思いやりや感謝の気持ちが広がり、深まっていくことであり、これには限界がない。それは、いつまでも、変化を楽しめる幸せということである。
マランの幸福論　追補⑩
　「幸福論者マラン」についてである。
　一人の人の幸福の方程式のようなものをざっくりと考えると以下のとおりである。
①幸せになることを決意する。
②自分の欲望にできるだけ忠実になる。
③自分の欲望の実現が、できるだけ社会と調和するように工夫する。（そこには、相互承認とか、社会貢献といったことが含まれる。）
　②、③の実行が困難になった場合は、また①から順番にやり直していく。
　以上の骨組みを意識しながらも、現実には、私は揺れ、迷い、悩んでいる。
　それを前提にしながら、幸福について考えること、幸福を追求することは楽しい。私は、死ぬまで、幸福について考え、追求しているような気がする。
　幸福について、「用例採集カード」を作り続け、時々、幸福について、現象学的に「本質観取」する。
　まとめれば、死ぬまで、「機嫌力を高める」、「幸福力を高める」ということである。

　一方で、幸福について、それほど声高に言わなくてもいいとも思う。人に押し付けようという気持ちはない。家族に囲まれ、家族に感謝して、しみじみと幸せを味わう。それでいいとも思う。
　ただ、私も２万日以上生きてきて、何となく見えてきたものがある。人生の目的・目標は、アリストテレスが言うように、幸福であるということ……。
　誰もが、一生をかけて、「私の幸福論」を書く。それは、単に文章を書くという意味ではなくて、文字通り、「一生を生きる」という意味である。
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